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年
で
第
4

回
を
迎
え
る
梅
悼
~

•
山
と
探
検
文
学
賞
に
、
~

福
岡
市
の
非
政
府
組
織
「
ペ
~

今
累

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」
の
現
地
代
表
で
医
師
~

な
か
む
ら
て
つ

の
中
村
哲
さ
ん
が
書
い
た
『
天
、
共
に
~

在
り
』
(
N
H
K出
版
）
が
決
ま
っ
た
。
~

同
賞
は
、
民
族
学
者
、
文
化
人
類
学
者
~

で
学
術
探
検
家
で
も
あ
っ
た
梅
悼
忠
夫
~

氏
の
功
績
を
称
え
、
設
立
さ
れ
た
。
~

中
村
哲
さ
ん
は
、
1
9
4
6

年
福
岡
~

県
生
ま
れ
。
8
4年
に
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
~

部
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ヘ
渡
り
、
ハ
ン
セ
~

ン
病
の
治
療
に
携
わ
る
。
そ
の
後
、
「
ペ
~

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」
を
設
立
し
、
募
金
を
~

集
め
て
国
境
を
越
え
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
~

ン
山
間
部
の
無
医
療
地
帯
に
診
療
所
を
~

開
設
。
多
く
の
患
者
が
栄
養
失
調
だ
っ
~

た
こ
と
か
ら
、
必
要
な
の
は
薬
よ
り
も
~

食
料
を
作
る
畑
と
確
信
す
る
。
~

し
か
し
、
そ
こ
に
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
~

の
が
、
深
刻
な
大
旱
魃
だ
っ
た
。
主
水
~

源
の
氷
河
や
雪
が
減
少
し
、
湧
き
水
が
~

枯
渇
。
夏
期
の
急
激
な
雪
解
け
が
川
の
~

氾
濫
を
招
き
、
そ
の
後
の
異
常
な
水
位
~

の
低
下
で
、
農
村
は
砂
漠
と
化
し
て
い
~

た
。
そ
こ
で
、
中
村
さ
ん
は
、
住
人
と
~

共
に
1
6
0
0

本
の
井
戸
を
掘
り
、
2
5
~

k
mに
及
ぶ
用
水
路
を
作
り
上
げ
た
。
受
~

賞
作
は
、
中
村
さ
ん
の
半
生
と
3
0年
に
~

及
ぶ
現
地
活
動
を
描
い
た
も
の
だ
。
~

選
考
で
は
、
「
ゆ
る
ぎ
な
い
信
念
の
も
~

と
に
異
国
で
続
け
て
き
た
活
動
を
、
余
~

計
な
言
葉
も
感
慨
も
削
ぎ
落
と
し
た
平
~

明
な
文
体
で
綴
り
、
常
人
の
及
び
も
つ
~

か
な
い
姿
が
迫
っ
て
く
る
」
と
賞
賛
を
~

集
め
、
受
賞
が
決
定
し
た
。
中
村
さ
ん
~

1マルワリード用水路。 2003年、人

海戦術で掘削

2同用水路の6年後の様子

3 2013年から取り組んだ水車 第4回梅綽忠夫・山と探検文学賞、
中村哲さんの『天、共に在り』が受賞

道で倒れている人がいたら
手を差し伸べる一—それは

歯通のことです。 ば·8-•一
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「天、共に在りj

昆虫好きで、モンシロチョウの原産

地に近いアフガニスタンの山へ向か

った著者が、自然に魅せられ、現地

に赴任し、人々との信頼関係を築き

ながら水路を完成させた足跡を描く。
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は
「
尊
敬
し
て
い
た
梅
悼
さ
ん
の
賞
を

い
た
だ
け
て
光
栄
で
す
。
ま
た
、
自
然

に
関
す
る
賞
と
い
う
の
が
感
慨
深
い
」

と
受
賞
の
喜
び
を
語
る
。

そ
し
て
、
現
地
で
の
取
り
組
み
は
、

今
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
日
本
の
政
府
も

参
加
し
、
新
た
な
地
域
で
用
水
路
へ
水

を
呼
び
込
む
取
水
施
設
を
復
活
さ
せ
、

60
万
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
モ
デ
ル

地
区
が
完
成
間
近
で
す
」

と
中
村
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
国
家

的
規
模
の
事
業
に
成
長
し
つ
つ
あ
る
。

一
方
で
、
こ
の
大
干
魃
は
、
今
も
ほ
と

ん
ど
世
界
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
も
。

「
世
界
中
が
都
市
化
し
、
問
題
を
人
間

だ
け
の
都
合
で
考
匹
解
決
し
た
気
に

な
っ
て
い
る
。
物
事
の
背
景
を
見
る
目

が
失
わ
れ
て
い
る
と
強
く
感
じ
ま
す
。

も
っ
と
自
然
と
向
き
合
っ
て
生
き
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

時
流
や
情
報
に
流
さ
れ
ず
真
実
を
見

つ
め
、
未
来
を
開
く
中
村
さ
ん
の
言
葉

は
、
国
境
や
民
族
を
越
え
て
地
球
と
い

う
環
境
で
生
き
る
た
め
の
指
標
を
僕
ら

に
示
し
て
い
る
。
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